
広報

　１１月３日（土）と１１月4日（日）の両日にわたっ
て、今年で３３回を迎えた井手町文化祭（文化祭実
行委員会＝森島武彦委員長）が、行われました。
　会場では商工祭や農林業祭、健康のつどい、舞
台発表、井手町青少年の主張大会など、盛りだく
さんの催しが行われ、大勢の人で賑わっていまし
た。（詳細は２面に掲載）
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ともにふれあい築いていこう　歴史とロマンの井手文化



H24-12 広報いで ２

いでのまちかいでのまちかどど

ウオッチング
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会
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農
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協
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阪
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農
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支
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▼
第
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栄
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【
井
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町
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花
会
長
賞
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・
３
鉢
花
壇
の
部
   山
田
 三
喜
男

・
単
鉢
の
部
　
　
　
山
本
　
正
成

【
井
手
町
菊
花
会
長
優
秀
賞
】

・
３
鉢
花
壇
の
部
　
古
川
　
　
正

・
単
鉢
の
部
　
　
　
森
島
　
武
彦

▼
第
２
回
井
手
町
調
べ
る
学
習
コ

ン
ク
ー
ル

【
小
学
１
～
３
年
生
の
部
】

祝辞を述べる
汐見町長

　
　
月
３
日（
土
）、
４
日（
日
）の

１１
両
日
に
わ
た
っ
て
第
　
回
井
手
町

３３

文
化
祭
が
作
品
展
・
商
工
祭
・
農

林
業
祭
・
健
康
の
つ
ど
い
・
舞
台

発
表
・
青
少
年
の
主
張
大
会
な
ど

盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
ホ

ー
ル
で
行
わ
れ
た
舞
台
発
表
で

は
、
保
育
園
児
や
小
学
生
の
歌
や

踊
り
を
は
じ
め
、
き
ら
き
ら
ラ
ン

ド
少
年
少
女
合
唱
団
に
よ
る
合
唱

や
井
手
町
い
づ
み
太
鼓
左
馬
に
よ

る
和
太
鼓
演
奏
、
い
づ
み
ま
な
び

教
室
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
大
正
琴

演
奏
や
太
極
拳
の
演
技
、
町
空
手

道
教
室
の
空
手
道
演
武
、
カ
ラ
オ

ケ
や
コ
ー
ラ
ス
、
楽
器
演
奏
、
イ

デ
レ
ン
ジ
ャ
ー
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
シ

ョ
ー
な
ど
が
披
露
さ
れ
、
発
表
の

た
び
に
会
場
に
大
き
な
拍
手
が
響

き
渡
っ
て
い
ま
し
た
。

　
山
城
勤
労
者
福
祉
会
館
で
は
、

各
サ
ー
ク
ル
や
教
室
、
一
般
か
ら

の
力
作
が
所
せ
ま
し
と
展
示
さ
れ

訪
れ
た
人
た
ち
は
熱
心
に
眺
め
、

体
験
コ
ー
ナ
ー
で
様
々
な
創
作
活

動
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
第
　
回
２９

健
康
の
つ
ど
い
で
は
、
健
康
チ
ェ

ッ
ク
と
し
て
骨
量
測
定
・
血
管
年

齢
測
定
・
顕
微
鏡
を
使
い
毛
細
血

管
の
状
態
を
検
査
す
る
血
液
さ
ら

さ
ら
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
を
実
施
、
ま

た
、
井
手
町
食
生
活
改
善
推
進
員

協
議
会
に
よ
る
食
生
活
コ
ー
ナ
ー

な
ど
も
催
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
広

場
で
は
、
う
ど
ん
や
天
ぷ
ら
、
フ

ラ
イ
ド
ポ
テ
ト
や
ス
ー
パ
ー
ボ
ー

ル
す
く
い
な
ど
の
模
擬
店
の
ほ

か
、
パ
ワ
ー
シ
ョ
ベ
ル
を
操
作
し

て
文
字
を
書
く
Ｄ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｎ

祭
が
催
さ
れ
、
参
加
者
は
課
題
文

字
の
「
絆
」
に
挑
戦
し
て
い
ま
し

た
。
ま
た
井
手
町
商
店
街
の
シ
ン

ボ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
い
で
た
ん
」

も
登
場
し
、
子
ど
も
た
ち
の
人
気

を
集
め
ま
し
た
。

　
文
化
祭
の
開
会
式
典
で
は
、
町

の
公
益
の
た
め
に
金
品
を
寄
付
し

あいさつをする
森島委員長

て
い
た
だ
い
た
方
に
善
行
表
彰
が

行
わ
れ
た
あ
と
、
農
産
物
等
品
評
会

や
井
手
町
菊
花
展
入
賞
者
、
井
手
町

橘
諸
兄
文
学
賞
入
賞
者
に
表
彰
状

と
記
念
品
な
ど
が
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
井
手
町
青
少
年
の
主
張

大
会
に
先
立
ち
第
２
回
井
手
町
調

べ
る
学
習
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者
の

表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
表

彰
さ
れ
た
方
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

▼
善
行
表
彰

○
ワ
タ
キ
ュ
ー
セ
イ
モ
ア
㈱
（
安
道

光
二
代
表
取
締
役
社
長
）

○
木
代
　
喜
司

▼
平
成
　
年
度
農
産
物
等
品
評
会

２４

入
選
者

【
京
都
府
知
事
賞
】

・
堀
川
ご
ぼ
う
　
　
　
横
田
　
保
夫

【
井
手
町
長
賞
】

・
キ
ャ
ベ
ツ
　
　
　
　
池
田
　
　
實

【
山
城
地
域
農
業
振
興
協
議
会
長
賞
】

・
富
有
柿
　
　
　
　
　
岡
本
　
敏
男

町
長
賞
「
 宇
宙
っ
て
い
っ
た
い
ど

う
な
っ
て
い
る
の
？
」 

関
谷
　
紘
大
（
多
賀
小
学
校
２
年
）

教
育
長
賞
 「
イ
モ
リ
の
研
究
」　

乾
 壱
成
（
井
手
小
学
校
２
年
）

審
査
委
員
長
賞

「
 に
わ
と
り
の
た
ま
ご
に
つ
い
て
」

寺
島
 紅
葉
   （
井
手
小
学
校
２
年
）

奨
励
賞

「
お
な
か
の
中
の
赤
ち
ゃ
ん
」

 神
村
 愛
華
（
井
手
小
学
校
１
年
）

【
小
学
４
～
６
年
生
の
部
】

町
長
賞
「
南
山
城
水
害
と
井
手
町

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」

乾
　
ひ
か
り（
井
手
小
学
校
５
年
）

教
育
長
賞

「
日
本
茶
が
で
き
る
ま
で
」

大
西
 佑
奈
（
多
賀
小
学
校
４
年
）

審
査
委
員
長
賞

「
 わ
が
家
の
植
物
調
査
レ
ポ
ー
ト
」

大
木
 萌
花
（
多
賀
小
学
校
５
年
）

奨
励
賞
「
虹
に
つ
い
て
」

古
川
 明
希
（
井
手
小
学
校
５
年
）

【
中
学
生
の
部
】 

 

町
長
賞
「
 イ
ン
ド
に
つ
い
て
」

小
川
 由
華（
泉
ヶ
丘
中
学
校
２
年
）

教
育
長
賞
「
地
球
の
ゴ
ミ
」

池
田
 佳
代
 （
泉
ヶ
丘
中
学
校
１
年
）

審
査
委
員
長
賞
「
 ふ
ろ
し
き
 ～

く
ら
し
の
知
恵
と
和
の
文
化
～
」

古
川
 結
衣
（
泉
ヶ
丘
中
学
校
２
年
）

奨
励
賞

「
森
の
役
割
」

泉
尾
 光
咲
（
泉
ヶ
丘
中
学
校
１
年
）

第
　
回
井
手
町
文
化
祭

33

汐見町長から表彰を受けられた
ワタキューセイモア（株）村田秀太郎代表取締役会長

井手町調べる学習コンクールの
表彰の様子
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茶
臼
塚
古
墳
の
横
穴
式
石
室

南
山
城
地
域
で
最
大
級

現地説明会の様子

円
墳
で
、
出
土
品
な
ど
か
ら
６
世

紀
頃
の
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
古
墳
の
横
穴
式
石
室
は
、
南

山
城
地
域
で
は
最
大
級
の
規
模
の

全
長
約
　
メ
ー
ト
ル
で
、
木
津
川

１２

市
東
岸
を
支
配
し
た
有
力
な
豪
族

の
墓
と
両
教
育
委
員
会
で
は
、
み

て
い
ま
す
。

　
参
加
者
は
、
古
代
の
ロ
マ
ン
に

思
い
を
は
せ
な
が
ら
熱
心
に
古
墳

を
見
学
し
て
い
ま
し
た
。

　
　
月
　
日
（
土
）、
井
手
町
１
０

１０

２７

０
円
商
店
街
実
行
委
員
会
（
大
西

政
彦
委
員
長
）
に
よ
る
「
百
縁
商

店
街
」
が
初
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
工
夫
を
凝
ら
し
た
１
０
０
円
商

品
を
販
売
す
る
こ
と
で
、
店
舗
へ

入
り
や
す
い
雰
囲
気
を
演
出
し
、

集
客
と
通
常
商
品
の
売
り
上
げ
ア

ッ
プ
を
図
る
た
め
開
催
さ
れ
た
も

の
で
、
町
内
の
各
店
舗
や
ボ
ラ
ン

　
　
月
　
日
（
木
）、
多
賀
小
学
校

１０

２５

で
多
賀
地
区
子
ど
も
見
守
り
隊

（
岩
田
剛
隊
長
）の
啓
発
活
動
と
綴

喜
防
犯
推
進
委
員
連
絡
協
議
会

（
村
雲
宣
照
会
長
）の
綴
喜
安
全
安

心
ま
ち
づ
く
り
大
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
見
守
り
活
動
へ
の
理
解
と
協
力

を
地
域
へ
広
め
、
自
主
防
犯
意
識

の
高
揚
を
図
る
た
め
行
わ
れ
た
も

見
守
り
活
動
へ
の
　
　
　

　
　
　
理
解
と
協
力
を

総会の様子

　
　
月
　
日
（
日
）、
井
手
町
多
賀

１０

２１

と
城
陽
市
市
辺
に
ま
た
が
る
茶
臼

塚
古
墳
で
、
発
掘
調
査
の
現
地
説

明
会
が
行
わ
れ
約
２
０
０
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
平
成
　
年
４
月
か
ら
、
民
間
開

２４

発
に
伴
い
、
丘
陵
地
約
１
２
０
０

平
方
メ
ー
ト
ル
の
発
掘
調
査
が
井

手
町
教
育
委
員
会
と
城
陽
市
教
育

委
員
会
に
よ
り
実
施
さ
れ
、
説
明

会
で
は
、
そ
の
成
果
報
告
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
古
墳
は
直
径
約
　
メ
ー
ト
ル
の

２０

の
で
、
京
都
府
警
音
楽
隊
・
カ
ラ

ー
ガ
ー
ド
隊
に
よ
る
演
奏
や
演
技

が
披
露
さ
れ
た
ほ
か
交
通
安
全
教

室
や
防
犯
教
室
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
児
童
は
騎
馬
隊
の
馬
へ

の
乗
馬
体
験
や
白
バ
イ
へ
の
試
乗

を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
地
域
で
の
啓
発
パ
レ

ー
ド
が
行
わ
れ
、
音
楽
隊
と
カ
ラ

ー
ガ
ー
ド
隊
の
先
導
で
参
加
者
た

ち
は
小
学
校
か
ら
約
１
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
を
行
進
し
ま
し
た
。

啓発パレードの様子

「
百
縁
商
店
街
」初
開
催

　
各
店
舗
は
大
に
ぎ
わ
い

テ
ィ
ア
団
体
な
ど
に
よ
る
　
店
舗

５３

が
、
様
々
な
商
品
を
販
売
し
各
店

舗
は
活
気
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
１
万
円
購
入
相
当
の
や

ま
ぶ
き
ス
タ
ン
プ
券
と
交
換
で
き

る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
が
実
施
さ

れ
、
買
い
物
客
が
店
舗
を
回
る
き

っ
か
け
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
井
手
小
学
校
前
で
は
井
手
町
商

店
街
の
シ
ン
ボ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
い
で
た
ん
」
を
は
じ
め
、
近
隣
市

町
村
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
が
登
場
し
買

い
物
客
の
人
気
を
集
め
て
い
ま
し

た
。

　
　
月
　
日
（
水
）、
山
城
勤
労
者

１０

３１

福
祉
会
館
で
Ｊ
Ｒ
奈
良
線
複
線
化

促
進
協
議
会
（
会
長
＝
汐
見
明
男

井
手
町
長
）
の
平
成
　
年
度
総
会

２４

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
奈
良
線
は
、
平
成
　
年
３

１３

月
に
一
部
複
線
化
さ
れ
、
平
成
　２４

年
５
月
か
ら
は
高
速
化
・
複
線
化

第
２
期
事
業
に
向
け
て
「
Ｊ
Ｒ
藤

森
‐
宇
治
」「
新
田
‐
城
陽
」「
山
城

多
賀
‐
玉
水
」
の
３
区
間
　
キ
ロ

１４

メ
ー
ト
ル
や
京
都
駅
及
び
棚
倉
駅

の
構
内
を
対
象
に
共
同
調
査
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
開
会
に
あ
た
り
汐
見
会
長
は
、

「
第
２
期
事
業
に
向
け
た
調
査
結

果
が
近
々
ま
と
ま
る
と
聞
い
て
い

ま
す
。
こ
の
調
査
結
果
を
も
と
に

Ｊ
Ｒ
と
府
、
関
係
市
町
の
三
者

で
、
事
業
内
容
や
負
担
割
合
な
ど

の
協
議
に
入
り
ま
す
。
こ
の
数
ヶ

月
間
、
大
変
重
要
な
時
期
と
な
り

ま
す
の
で
皆
様
方
に
は
こ
れ
ま
で

以
上
の
力
強
い
ご
支
援
を
お
願
い

し
ま
す
。」と
あ
い
さ
つ
さ
れ
ま
し

た
。 Ｊ

Ｒ
奈
良
線
の

　
全
線
複
線
化
に
向
け
て

多くの買い物客でにぎわいました

　
続
い
て
、
千
秋
Ｊ
Ｒ
西
日
本
京

都
支
社
次
長
、
岡
西
京
都
府
副
知

事
ら
が
あ
い
さ
つ
さ
れ
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
、
平
成
　
年
度
決
算

２３

や
平
成
　
年
度
事
業
計
画
・
予
算

２４

な
ど
を
承
認
・
決
定
し
た
ほ
か
、

関
係
市
町
の
複
線
化
へ
の
決
意
と

利
用
促
進
の
強
化
を
改
め
て
示
し

た
特
別
決
議
を
採
択
し
ま
し
た
。

あいさつを述べる
汐見会長
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滑

　11月13日（火）、泉ヶ丘中学校で東京ニューシティ管弦楽
団を迎えての体験学習が行われ、全校生徒180名をはじめ、
井手小学校6年生47名、玉川保育園5歳児24名も招待されま
した。
　文化庁の「次代を担う子どもの文化芸術体験事業」として
行われたもので、この日のために９月に事前のワークショッ
プが行われていました。オーケストラの伴奏で、全校生徒が
校歌を熱唱し、３年生は「翼をください」を合唱しました。休
憩時間には楽団員の指導のもと楽器に実際に触れるなどし
たほか、生徒代表３名が指揮者体験をしました。　

                                                                                             
      

滑

 　10月22日（月）、いづみ保育園の３歳児12名と北区老人クラ
ブのメンバー7名が、いづみ人権交流センターで、芋掘りを行
いました。
　芋は園児らが植え付け、同クラブのメンバーが草引きや水や
り、肥料を加えるなどの手入れを行ったもので園児がスコップ
で土をかき分け、掘りだすと大きな芋がたくさんとれました。
　収穫された芋は、全園児が参加したおやつ作りや給食に活用
されました。

滑
　1１月12日（月）、井手町豊かな緑と清流を守る協議会
が国土緑化推進機構会長賞を受賞され、代表を務められ
る中坊睦会長が役場を訪れ、汐見町長に受賞報告を行い
ました。
　同賞は、公益社団法人 国土緑化推進機構が実施する
ふれあいの森林づくり表彰の最高賞で、モデルフォレス
ト運動による森林づくりをはじめ、大正池グリーンパー
ク周辺での植樹、薪づくりや炭焼き体験などの森林体験
教室の実施などの功績が評価されました。

　
　
月
　
日
（
日
）、
井
手
町
ま
ち

１１

１１

づ
く
り
セ
ン
タ
ー
椿
坂
で
井
手
町

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
小
川
俊
雄

会
長
）
が
主
催
す
る
「
し
あ
わ
せ

の
里
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
　
同
協
議
会
で
は
、
毎
年
趣
向
を

変
え
な
が
ら
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

て
お
り
、
こ
れ
ま
で
に
町
で
生
涯

を
終
え
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
平

安
前
期
の
女
流
歌
人
 小
野
小
町
、

町
に
別
荘
を
構
え
た
奈
良
時
代
の

政
治
家
 橘
諸
兄
、
田
村
新
田
地
区

で
晩
年
を
過
ご
し
た
江
戸
時
代
の

漢
方
医
 中
神
琴
渓
、
芸
事
上
達
の

神
と
さ
れ
て
い
る
左
馬
の
駒
岩
な

ど
を
テ
ー
マ
に
取
り
上
げ
て
き
ま

し
た
。　
　

　
今
回
は
、
長
寿
・
芸
事
・
美
人

と
い
っ
た
町
に
伝
わ
る
様
々
な
伝

承
や
魅
力
を
広
く
発
信
し
よ
う
とクローバーの植栽の様子

し
あ
わ
せ
の
里
ま
つ
り

開
催

企
画
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
一
般

公
募
で
兵
庫
県
・
大
阪
府
・
京
都

市
な
ど
か
ら
参
加
し
た
女
性
が
小

野
小
町
、
橘
諸
兄
と
そ
の
妻
 多
比

能
、
中
神
琴
渓
と
い
っ
た
人
物
に

扮
装
し
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
た

ほ
か
、
井
手
町
商
店
街
の
シ
ン
ボ

ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の「
い
で
た
ん
」

が
登
場
し
子
ど
も
た
ち
の
人
気
を

集
め
ま
し
た
。

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
に

続
き
餅
つ
き
大
会
、
幸
せ
の
シ
ン

ボ
ル
と
さ
れ
る
「
四
葉
の
ク
ロ
ー

バ
ー
」
の
苗
の
植
栽
が
行
わ
れ
、

来
賓
や
来
場
者
の
手
で
椿
坂
公
園

に
植
え
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
あ
い
に
く
の
雨
の
た
め
予
定
さ

れ
て
い
た
ミ
ニ
鉄
道
の
運
行
は
中

止
さ
れ
ま
し
た
が
子
ど
も
向
け
の

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
大
会
、
サ
ン
ド
ブ

ラ
ス
ト
体
験
教
室
が
開
催
さ
れ
人

気
を
集
め
た
ほ
か
、
地
元
食
材
を

使
っ
た
大
鍋
料
理
や
焼
き
芋
・
フ

ラ
イ
ド
ポ
テ
ト
な
ど
の
模
擬
店
が

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。　

サンドブラスト体験教室の様子

烏 羽隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠
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Ｊ
Ｒ
奈
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線
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で
乗
っ
て
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線
複
線
化
　
　（
Ｊ
Ｒ
奈
良
線
複
線
化
促
進
協
議
会
）

!!

滑
　1１月17日（土）、健康ハイキングが予定されていま
したが雨のため中止となり、玉泉苑で井手町ふるさとガ
イドボランティアの会（宮本敏雪会長）による史跡に関
する講義と運動教室が行われ約60名が参加しました。
　参加者は、講義を熱心に受講するとともに運動実践指
導者の山根光子さんの指導を受け体操で汗を流してい
ました。

滑

　1１月16日（金）、多賀保育園で動物ふれあい教室が開催さ
れ3歳児から5歳児44名が参加しました。
　京都府生活衛生課や動物愛護管理センター、山城北保健
所の職員が園を訪れ、盲導犬・警察犬などの人を助ける犬の
お話のあと、聴診器で大人と子ども、子犬の心臓の音を聞き
それぞれの違いを体験しました。
　続いて犬や小動物への接し方が指導され園児は、子犬や
うさぎ、モルモットと元気にふれあいました。

滑
　11月14日（水）、玉川砂防公園で井手町老人クラブ
連絡協議会グラウンド・ゴルフ同好会（稲見道博会長）
主催の第22回町長杯争奪グラウンド・ゴルフ競技大会
が開催されました。
　大会には６１名が参加し日頃の練習の成果を発揮する
とともに、参加者同士の親睦も深めました。大会結果
は次のとおりです。（敬称略）
　優勝　稲見 道博　準優勝　南 秀雄　３位　児玉  
　

平
成
　
年
度

２５

井
手
町
建
設
工
事
等
一
般
競
争
（
指
名
競
争
）

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
に
つ
い
て

（
お
知
ら
せ
）

平
成
　
年
度
（
平
成
　
年
　
月
　
日
か
ら
平
成
　
年
　
月
　
日
ま
で
）

25

25

4

1

26

3

31

に
本
町
で
の
建
設
工
事
等
の
入
札
に
参
加
を
希
望
さ
れ
る
事
業
者
の

資
格
申
請
を
左
記
の
期
間
、
受
け
付
け
ま
す
。

（

）
受
付
種
別
　

　
●
町
内
業
者

　
　（
土
木
・
建
築
・
舗
装
・
水
道
・
電
気
・
そ
の
他
、
コ
ン
サ
ル
タ

　
　
ン
ト
、
物
品
、
一
般
廃
棄
物
）

　
●
町
外
業
者
（
追
加
）

　
　（
工
事
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
物
品
）

（

）
有
効
期
間
　

　
●
町
内
業
者
　
　
　
　
　

　
　
１
年
間
（
平
成
　
年
３
月
　
日
ま
で
）

２６

３１

　
●
町
外
業
者

　
　
１
年
間
（
平
成
　
年
３
月
　
日
ま
で
）

２６

３１

（

）
作
成
要
領
配
布
期
間
　

　
平
成
　
年
　
月
　
日
（
月
）
～

２４

１２

１０

　
平
成
　
年
１
月
　
日
（
木
）

２５

３１

※
作
成
要
領
に
つ
き
ま
し
て
は
、
井
手
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

　
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

（

）
参
加
申
請
受
付
期
間
　

　
平
成
　
年
１
月
７
日
（
月
）
～

２５

　
平
成
　
年
１
月
　
日
（
木
）

２５

３１

　
午
前
９
時
～
正
午
・
午
後
１
時
～
４
時
ま
で

　（
土
曜
日
、
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

（
５
）
受
付
場
所
及
び
お
問
い
合
わ
せ
先
　
　

　
井
手
町
役
場
　
建
設
課

　
〒
６
１
０
‐
０
３
０
２

　
京
都
府
綴
喜
郡
井
手
町
大
字
井
手
小
字
南
玉
水
　６７

　（
℡
０
７
７
４
‐
　
‐
６
１
６
７
）

８２
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　「地方公共団体における職員給与等の公表について」に基づいて、井手町では平成１０年度から町職員の給与の実態について公
表しています。なお、ここでお知らせする給与等は、税金や各種保険料を差し引く前の金額で、いわゆる「手取り額」ではあ
りません。また、現在未公表である情報については、公表され次第ホームページにて掲載予定です。お問い合わせは、総務課
（℡82－6161）まで。

１　総括

（２）職員給与費の状況（普通会計決算）
一人当たり
給与費
　　Ｂ／Ａ

給　　　　　　与　　　　　　費職員数
　　Ａ区　分

　　計　Ｂ期末・勤勉手当職員手当給　　料
5,238千円518,593千円126,444千円32,873千円359,276千円99人平成２３年度

（注）１　職員手当には退職手当を含まない。
　　　２　職員数は、平成２３年４月１日現在の人数である。

３　職員の平均給与月額、初任給等の状況
（１）職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況（平成２４年４月１日現在）
①一般行政職

平均給与月額
（国ベース）平均給与月額平均給料月額平均年齢区　分

311,900円328,446円288,795円39.9歳井手町
372,906円－304,944円42.8歳国

（注）１　「平均給料月額」とは、平成24年4月1日現在における各職種ごと
の職員の基本給の平均である。

　　　２　「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、住居
手当、時間外勤務手当などのすべての諸手当の額を合計したもの
であり、地方公務員給与実態調査において明らかにされているも
のである。

　　　　　また、「平均給与月額（国ベース）」は、国家公務員の平均給与月額
には時間外勤務手当、特殊勤務手当等の手当が含まれていないこ
とから、比較のため国家公務員と同じベースで再計算したもので
ある。

（１）人件費の状況（普通会計決算）
（参考）

平成２２年度の人件費率
人件費率
　Ｂ／Ａ

人　件　費
　　　　　Ｂ　実質収支歳　出　額

　　　　　Ａ　
住民基本台帳人口
（平成２３年度末）区　分

19.6％24.7％880,194千円362,127千円3,566,798千円8,026人平成２３年度

②技能労務職

参考民　　間公　務　員
区　分

Ａ/Ｂ平均給与月額
（Ｂ）平均年齢対応する民間の

類似職種
平均給与月額
（国ベース）

平均給与月額
（Ａ）平均給料月額職員数平均年齢

－－－－357,600円358,267円344,616円3人51.5歳井手町

0．92288,200円44.7歳廃棄物処理業従業員266,400円266,400円266,400円1人37.6歳うち
清掃職員

1．52265,200円38.4歳調理士401,900円401,900円382,400円１人58.2歳うち
学校給食員

－－－－404,500円406,500円385,000円1人58.8歳うち
その他技能労務職

－－－－307,506円－270,465円3,479人49.7歳国

参　　考

区　分 年収ベース（試算値）の比較

Ｃ/Ｄ民　間
（Ｄ）

公務員
（Ｃ）

－－－井手町

1．063,989,200円4,222,613円うち
清掃職員

1．833,551,500円6,516,021円うち
学校給食員

－－－うち
その他技能労務職

※民間データは、賃金構造基本統計調査において公表されているデータを使用
　している。（平成21～23年の3ヵ年平均）
※技能労務職の職種と民間の職種等の比較にあたり、年齢、業務内容、雇用形態
　等の点において完全に一致しているものではない。
※年収ベースの「公務員（Ｃ）」及び「民間（Ｄ）」のデータは、それぞれ平均
　給与月額を12倍したものに、公務員においては前年度に支給された期末・勤
　勉手当、民間においては前年に支給された年間賞与の額を加えた試算値であ
　る。

（３）ラスパイレス指数の状況（各年4月1日現在）

（注）１　ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与
水準を100とした場合の地方公務員の給
与水準を示す指数である。

　　　２　類似団体平均とは、人口規模、産業構造が
類似している団体のラスパイレス指数を
単純平均したものである。

全国町村
平均

類似団体
平均井手町年　度

95.396.493.7平成２３年度
93.592.192.8平成１８年度

２　一般行政職給料表の状況（平成24年4月１現在）
６級５級４級３級２級１級区　分

320,600円289,200円261,900円222,900円185,800円135,600円１号給の
給料月額

422,600円400,600円388,300円354,700円307,800円243,700円最高号給の
給料月額

（注）給料月額は、給与抑制措置を行う前のものである。
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（３）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況
 （平成24年4月1日現在）

経験年数20年経験年数15年経験年数10年区　　分
341,600円315,500円269,700円大学卒一般行政職 330,400円271,500円239,100円高校卒
　－266,400円　－高校卒技能労務職 －－－中学卒

4　一般行政職の級別職員数等の状況
（１）一般行政職の級別職員数の状況（平成24年4月1日現在）

構成比職員数標準的な職務内容区分

14.7％10人
１　定型的な業務を行う主事、技師、保育士若しくは保健師の
　職務又はこれに準じる職務

２　主事補、技師補又はこれに準じる職務
1級

32.3％22人専門的知識又は技術若しくは経験を必要とする業務を行う主
事、技師、保育士若しくは保健師の職務又はこれに準じる職務2級

14.7％10人係長、主任又は主査の職務3級
11.8％8人課長補佐又は園長補佐の職務4級
14.7％10人課長、館長、園長、所長又は参事の職務5級
11.8％8人理事、局長、次長等の職務6級

（注）１　井手町の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数である。
　　　２　標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務である。

（注）　平成18年4月1日から給与構造改革により3級と4級を係長
級として統合し、5級を4級、6級を5級、7級を6級とした。

（２）昇給への勤務成績の反映状況
　　　勤務成績を反映せず

（２）職員の初任給の状況
（平成24年4月1日現在）

国井手町区　　分
172,200円172,200円大学卒一般行政職 140,100円140,100円高校卒

－140,100円高校卒技能労務職 －－中学卒

5　職員の手当の状況
（１）期末手当・勤勉手当

国井　　　手　　　町
―１人当たり平均支給額（平成23年度） 1，277千円

（平成23年度支給割合） 期末手当　　　勤勉手当　
　　　　　　　　　　　2.6 　月分　  １.35   月分
　　　　　　　　　　（1.45） 月分　（0.65）　月分

（平成23年度支給割合）　　期末手当　　勤勉手当
 　　2.6　月分　　1.35　月分

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級等による加算措置
毅役職加算　　　5～20％
毅管理職加算　　10～25％

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級等による加算措置
毅役職加算　　　　5～15％

（注）　（　）内は、再任用職員に係る支給割合である。

（３）地域手当（平成24年4月1日現在）
　　　―　千円支給実績（平成23年度決算）
　　　―　　円支給職員１人当たり平均支給年額（平成23年度決算）

国の制度（支給率）支給対象職員数支給率支給対象地域
勤務地域により支給率は異なるが、平成
22年度制度完成時で最高支給割合１8％。－　人０　％井手町

（２）退職手当（平成24年4月1日現在）
国井　　手　　町

（支給率）　　　　　　自己都合　　　勧奨・定年
勤続20年 23.50　月分　30.55　月分
勤続25年 33.50　月分　41.34　月分
勤続35年 47.50　月分　59.28　月分
最高限度額 59.28　月分　59.28　月分
その他の加算措置　　　　定年前早期退職特例措置

　　　　　　　　　（2～20％加算）

（支給率）　　　　　　自己都合　　　勧奨・定年
勤続20年 23.50　月分　30.55　月分
勤続25年                           33.50　月分　41.34　月分
勤続35年                           47.50　月分　59.28　月分
最高限度額　　　　　　　 59.28　月分　59.28　月分
その他の加算措置　　　　定年前早期退職特例措置

　　　　　　　　　（2～20％加算）
１人当たり平均支給額　　　　　　19，532　千円

（注）退職手当の1人当たり平均支給額は、
平成23年度に退職した職員に支給さ
れた平均額である。

（４）特殊勤務手当（平成24年4月1日現在）
－　千円支給実績（平成23年度決算）
－　　円支給職員1人当たり平均支給年額（平成23年度決算）
－　　％職員全体に占める手当支給職員の割合（平成23年度）

２種類手当の種類（手当数）
左記職員に対する支給単価主な支給対象業務主な支給対象職員手当の名称

１日につき500円感染症の防疫作業感染症防疫作業従事職員感染症の防疫作業に従事
する職員の特殊勤務手当

１体につき10,000円死体処理死体処理従事職員死体処理に従事する職員
の特殊勤務手当

（５）時間外勤務手当
9，043千円支給実績（平成23年度決算）

91千円支給職員１人当たり平均支給年額
（平成23年度決算）

10，260千円支給実績（平成22年度決算）

106千円支給職員１人当たり平均支給年額
（平成22年度決算）

勤勉手当への勤務実績の反映状況
（一般行政職）

　　一律支給

【参考】
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計60歳以上56歳～
　59歳

52歳～
　55歳

48歳～
　51歳

44歳～
　47歳

40歳～
　43歳

36歳～
　39歳

32歳～
　35歳

28歳～
　31歳

24歳～
　27歳

20歳～
　23歳20歳未満区　分

108人0人21人12人2人8人12人11人7人14人19人2人0人職員数

主な増減理由対前年
増減数

職員数（人） 区分
部門 平成24年平成23年

011議　会

一
般
行
政
部
門

普
通
会
計
部
門

01919総　務
077税　務

機構改革による業務の
効率化▲13536民　生

077衛　生
033農　林
01１商　工

行政需要による増員198土　木

08282計
0１１11教育部門

0９393小　計

055水　道公
営
企
業
等

会
計
部
門

022下水道
099国保等
01616小　計

0
［0］

109
［157］

109
［157］合　　計

6　特別職の報酬等の状況
（平成24年4月1日現在）

給料月額等区　分

730,000　円
600,000　円

町　長
副町長

給
料

290,000　円
220,000　円
200,000　円

議　長
副議長
議　員

報
酬

（平成23年度支給割合）
2.95　月分町　長

副町長期
末
手
当 （平成23年度支給割合）

2.95　月分
議　長
副議長
議　員

（算定方式）　　　　　　　　　　（1期の手当額）　（支給時期） 
給料月額×530／100×在職年数　　15,476千円 　　任期ごと
給料月額×315／100×在職年数     　 7,560千円　　 任期ごと

町　長
副町長

退
職
手
当

７　職員数の状況
（１）部門別職員数の状況と主な増減理由（各年4月1日現在）

（注）１　職員数は一般職に属する職員数である。
　　　２　［　　］内は、条例定数の合計である。

（２）年齢別職員構成の状況（平成24年4月1日現在）

（注）　退職手当の「1期の手当額」は、4月1日現在の給料月額及び支
　　　給率に基づき、1期（4年＝48月）勤めた場合における退職手当
　　　の見込額である。

（６）その他の手当（平成24年4月1日現在）
支給職員1人当たり
平均支給年額

（平成23年度決算）

支給実績
（平成23年度決算）

国の制度と
異なる内容

国の制度と
の異同内容及び支給単価手当名

190，673円10，487千円同じ

扶養親族である配偶者 13,000円
配偶者以外の扶養親族１人につき 6,500円
配偶者がいない場合、そのうち１人については 　11,000円
１６歳から２２歳までの子 5,000円加算

扶養手当

264，291円2，907千円同じ

家賃支払いの職員　毅月額23,000円以下の家賃　家賃額－12,000円＝支給額
　　　　　　　　　毅月額23,000円を超える家賃
　　　　　　　　　 （家賃額－23,000円）×1/2＝①　　16,000円＝②
　　　　　　　　　 （①、②のうち額が少ない方）＋11,000円＝支給額
　　　　　　　　　 （最高27,000円）

住居手当

64，515円3，226千円同じ

交通機関を利用する職員
運賃相当額が55,000円までの者 　全額支給
片道2㎞未満 支給なし
自動車等の利用者　通勤距離片道　2㎞以上5㎞未満 　2,000円
　　　　　　　　　　　　　　　　5㎞以上10㎞未満 　4,100円
　　　　　　　　　　　　　　　　10㎞以上15㎞未満 　6,500円
　　　　　　　　　　　　　　　　15㎞以上20㎞未満 　8,900円
　　　　　　　　　　　　　　　　20㎞以上25㎞未満 　11,300円
　　　　　　　　　　　　　　　　25㎞以上30㎞未満 　13,700円
　　　　　　　　　　　　　　　　30㎞以上35㎞未満 　16,100円
　　　　　　　　　　　　　　　　35㎞以上40㎞未満 　18,500円
　　　　　　　　　　　　　　　　40㎞以上45㎞未満 20,900円
　　　　　　　　　　　　　　　　45㎞以上50㎞未満　 21,800円
　　　　　　　　　　　　　　　　50㎞以上55㎞未満　 22,700円
　　　　　　　　　　　　　　　　55㎞以上60㎞未満　 23,600円
　　　　　　　　　　　　　　　　60㎞以上 　24,500円

通勤手当

313，478円7，210千円
月額5,000円。ただし、町長が必要と認める時は、本俸の100分の20以内を支給
することができる。
理事、局長、次長、課長、館長、園長、所長、参事等 　35,000円 

管理職
手当



H24-12広報いで１１９

一人当たり給与費
　Ｂ／Ａ

給　与　費職員数
　　Ａ区　分 計　Ｂ期末・勤勉手当職員手当給　料

6，841千円20，523千円5，005千円1，382千円14，136千円3人平成23年度

　

過去５年間
の増減数（率）24年度23年度22年度21年度20年度19年度 年度

部　　門　　別 

▲3（▲3.5％）828280828585一般行政

▲1（▲8.3％）111111121212教育

▲4（▲4.1％）939391949797普通会計計

▲3（▲15.9％）161618181819公営企業等会計計

▲7（▲6.0％）109109109112115116総合計

8　公営企業職員の状況
水道事業
①職員給与費の状況

（注）１　職員手当には退職手当を含まない。
　　　２　職員数は、平成24年3月31日現在の人数である。

（参考）平成22年度の総費用に
占める職員給与費比率

総費用に占める職員給与費
比率　Ｂ／Ａ

職員給与費
　　　　Ｂ

純損益又は
実質収支

総費用
　　Ａ区　分

25.3％22.7％24，810千円▲10，569千円109，352千円平成23年度

(注）　各年における定員管理調査において報告した部門別職員数。

（３）職員数の推移
（単位：人・％）

718千円支給実績（平成23年度決算）

144千円支給職員1人当たり平均支給年額（平成23年度決算）

571千円支給実績（平成22年度決算）

143千円支給職員1人当たり平均支給年額（平成22年度決算）

支給職員
１人当たり
平均支給年額

（平成23年度決算）

支給実績
（平成23年度決算）

一般行政職
の制度と
異なる内容

一般行政職
の制度との
異同

内容及び支給単価手当名

294，000円294千円同じ一般行政職と同様扶養手当

　  　0円 0千円同じ一般行政職と同様住居手当

34，858円70千円同じ一般行政職と同様通勤手当

300，000円300千円同じ一般行政職と同様管理職
手当

イ　退職手当（平成24年4月1日現在）

（注）   退職手当の１人当たり平均支給額は、平成23年度
に退職した職員に支給された平均額である。

オ　時間外勤務手当

（注）時間外勤務手当には、休日勤務手当を含む。

ウ　地域手当（平成2４年4月1日現在）
　　　　　一般行政職と同様（5（３）を参照）

カ　その他の手当（平成24年4月1日現在）

③職員の手当の状況
ア　期末手当・勤勉手当

一　般　行　政　職井　　手　　町

１人当たり
平均支給額　　1，277千円
（平成23年度）　　　

１人当たり
平均支給額　　1,668千円
（平成23年度）　　　　　

（平成23年度支給割合）
　期末手当　　勤勉手当
　　2.6月分　　1.35月分

（平成23年度支給割合）
　期末手当　　勤勉手当
　　2.6月分　　1.35月分

 （加算措置の状況）
職制上の段階、　役職加算
職務の級等に　　
よる加算措置 　 5～15％

（加算措置の状況）
職制上の段階、　役職加算
職務の級等に　　
よる加算措置 　 5～15％

エ　特殊勤務手当（平成24年4月1日現在）
　　　　　一般行政職と同様（5（４）を参照）

一般行政職井　　手　　町

１人当たり
平均支給額

19，532千円

（支給率）　　一般行政職と同様

 自己都合　勧奨・定年
１人当たり
平均支給額 ー　千円　　23,392千円

②職員の基本給、平均月収額及び平均年齢の状況（平成24年4月1日現在）

平均月収額基本給平均年齢区　分

522，811円383，144円54.0歳井手町

（注）　平均月収額には、期末・勤勉手当等を含む。
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　子育て支援センターは、玉川保育園にあります。
【ＴＥＬ・ＦＡＸ:0774－82－2232】
★子育て支援センターは、事業の日だけでなく毎日開いています。
★子育てで困った時、しんどい時の相談も受けています。
★利用時間　：　月曜日　～　金曜日　午前9時半～午後4時
　　　（ちょいと気分転換という気軽な気持ちで遊びに来てください。）

子育て支援センターからのお知らせ

12･1月の事業（場所の記載がない事業は子育て支援センターで行います）
土金木水火月日
22212019181716

とことこちゃん広場
よちよちちゃん広場
「リース作り」

（午前１０時～正午）

玉川保育園園庭開放
（午前10時半～１１時半）

＊hughug＊
（ベビーマッサージ） 

 おでかけ広場
（午前１０時～正午、
西部公民館） 

29282726252423

休日

54321/13130

休日休日休日休日休日

121110９876
よちよちちゃん広場
「お話の会」

（午前１０時～正午）

＊hughug＊
（ベビーマッサージ） 

子育てサークルの紹介・活動
さんさん会：午前１０時半～ 正午【妊婦～３歳位の子どもとその保護者】
　　　　　　　代表：原田  （携帯電話　０８０－１４４９－１１０４）
カモミール（キッズケア）【未就園児の親子】
　　　　　　　代表：平間  （携帯電話　０９０－５３６７－０３９７）
竹の子ひろば：毎週木曜日　午前１０時半～正午【未就園児の親子】
　　　　　　　代表：平間　（携帯電話　０９０－５６６６－０７０１）
＊hughug＊（ベビーマッサージサークル）午前１０時半～正午【0歳～1歳位の親子】
　　　　　　　代表：丸山　（携帯電話　０８０－３７６２－５８７１）
★初めての方は、代表までご連絡ください

各広場の対象者　場所：子育て支援センター
＊ とことこちゃん広場 ：1歳半～就学前の親子

＊ よちよちちゃん広場 ：7ヶ月～1歳半位の親子

＊ ぴよぴよちゃん広場 ：妊婦～6ヶ月位の親子

＊ お で か け 広 場 ：妊婦～就学前の親子

※上記の広場の予約は、いりません。

子育てをサポートします
　　★お仕事や冠婚葬祭、リフレッシュなどのために一時預かりを行っております（有料） 
　　★一時預かりの時間 平日（月～金曜日） 午前8時半～午後4時半の必要時間 　
　　　　　　　　　　 土曜日　  午前８時半～正午の必要時間 
　　　利用できる方： 町内に住んでいる、生後６ヶ月以上の就学前の子ども
　　　　　利用料金：３歳未満児　１日：2,000円　半日：1,000円　給食費：250円 
利用料金：　　　　　３歳以上児　１日：1,800円　半日：900円　　給食費：250円 
　　※お問い合わせは子育て支援センター（℡82-2232まで）

　楽しいクリスマスがやってきます。
　大正池で一足先に自分だけのオリジナルリースと木のサ
ンタ作りにチャレンジしてみませんか。
　
＜日時＞１２月１６日（日）午前１０時～午後３時
＜定員＞１５組（リースと木のサンタで１組）
＜費用＞１組　１５００円

＊昼食は持参されるか、
　昼食希望の方はお電話
　にてご予約ください　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　
＊お問い合わせは、
　大正池グリーンパーク
　（℡99-4733）まで

クリスマスリースと木のサンタ作りのご案クリスマスリースと木のサンタ作りのご案内内

　木造住宅の耐震診断を希望される方で次のすべ
てに該当する場合は、耐震診断士を派遣します。
（有料）

①昭和56年5月31日以前に着工した木造住宅で　

　あること。

②床面積の2分の1以上を住宅の用途として使用し

　ていること。

③簡易耐震診断の結果が9点以下の評点であること。

＜募集戸数＞８戸（先着順）

＜必要な費用＞3,000円（一戸あたりの自己負担額）

＜申込期間＞平成25年1月31日（木）まで

＊お問い合わせは、建設課（℡82-6167）まで

井手町木造住宅耐震診断井手町木造住宅耐震診断士士
派派遣遣事業のご案事業のご案内内
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【人権標語】

 ないてるこ　どうしたのって　ぼくはきく　  

   多賀小学校１年　柳 俊輔 さん

【人権啓発ポスター】

井手小学校１年　小原 未凉 さん

井手町人権啓発コンクールの作品から
　“人権（命）の大切さ”を「ポスター」と「標語」で表現した第９回井手町人権啓発
コンクールの応募作品を紹介します。
　作品から伝わってくる人権に対する純粋な気持ちにふれることにより、一人ひとり
の心に訴えて、『人権の芽』を大きく育て、すべての人々の人権が尊重され相互に共存
し得る平和で豊かな社会（井手町）を築きましょう。

泉ヶ丘中学校１年　杉山 唯菜 さん

一人じゃない　「仲間」がいるから　安心して

　   泉ヶ丘中学校１年　 田 七海 さん
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備　考時　間　帯病　院　名月日　曜日

　※通常どおり

　※年末年始

　※通常どおり

　午後６時～翌日午前８時

　午前８時～翌日午前８時

　午後６時～翌日午前８時

宇治徳洲会病院

田辺中央病院

田辺中央病院

宇治徳洲会病院

田辺中央病院

宇治徳洲会病院

宇治徳洲会病院

宇治徳洲会病院

１２／２８（金）

１２／２９（土）

１２／３０（日）

１２／３１（月）

１／１　（火）

１／２　（水）

１／３　（木）

１／４　（金）

　小児救急医療体制（年末年始）

時　間　帯病　院　名曜日

　午後６時～翌日午前８時

　午前８時～翌日午前８時

宇治徳洲会病院

宇治徳洲会病院

宇治徳洲会病院

宇治徳洲会病院

宇治徳洲会病院

田辺中央病院

田辺中央病院

田辺中央病院

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（祝）

　小児救急医療体制（通常）

　
ま
た
、
休
日
応
急
診
療
体
制
は

左
記
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
の

で
、
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

京
田
辺
市
休
日
応
急
診
療
所

開
設
日
／

　
日
曜
日
、
祝
日
、
振
替
休
日
、　

　
年
末
年
始（
　
月
　
日
～
１
月
３
日
）

12

31

診
療
科
目
／
内
科
・
小
児
科

受
付
時
間
／
午
前
８
時
半
～
午
後

　
２
時
半

電
話
／
０
７
７
４
‐
６
３
‐
２
６
６

(

２
　
 応
急
診
療
所
開
設
時)

 

八
幡
市
立
休
日
応
急
診
療
所

開
設
日
／

　
日
曜
日
、
祝
日
、
振
替
休
日
、　

　
年
末
年
始(

 　
月
　
日
～
１
月
３
日)

 

12

31

診
療
科
目
／
内
科
・
小
児
科
・
歯
科

受
付
時
間
／
午
前
　
時
半
～
午
後

11

　

(

５
時
半
 診
察
は
正
午
か
ら
で
す)

 

電
話
／
０
７
５
‐
９
８
３
‐
３
０
０
１

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー

　（
℡
８
２
‐
３
３
８
５
）
ま
で

京田辺市休日応急診療所八幡市立休日応急診療所
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午
後
１
時
半
～
３
時

場
所
／
賀
泉
苑

日
時
／
１
月
　
日
（
木
）

１０

　
　
　
午
後
１
時
半
～
３
時

場
所
／
玉
泉
苑

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会

（
℡
　
‐
３
４
９
９
）
ま
で

８２

【
乳
幼
児
健
康
診
査
】

《
１
歳
半
検
診
》

日
時
／
１
月
７
日
（
月
）

対
象
／
Ｈ
　
・
４
・
　
～
Ｈ
　
・
７
・
６

２３

２０

２３

受
付
／
完
全
予
約
制
・
ご
希
望
の
方
は
保
健

セ
ン
タ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
（
℡

　
‐
３
３
８
５
）
ま
で

８２ 【
心
配
ご
と
相
談
・
人
権
相
談
・
行
政
相
談
・

消
費
生
活
相
談
】

日
時
／
　
月
　
日
（
月
）

１２

１７

　
　
　
午
後
１
時
～
４
時

場
所
／
賀
泉
苑

日
時
／
１
月
７
日
（
月
）

　
　
　
午
後
１
時
～
４
時

場
所
／
玉
泉
苑

【
無
料
法
律
相
談
】

日
時
／
　
月
　
日
（
月
）

１２

１７

　
　
　
午
後
２
時
～
４
時

場
所
／
玉
泉
苑

不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種

の
追
加
接
種
が
定
期
予
防
接
種
に
な

り
ま
し
た

　
有
効
性
及
び
安
全
性
が
確
認
さ
れ
た
た
め
、

平
成
　
年
　
月
　
日
よ
り
、
追
加
接
種（
　
回
目

24

10

23

4

の
接
種
）
が
定
期
予
防
接
種
の
対
象
と
な
り
ま

し
た
。
対
象
年
齢
の
方
（
生
後
　
か
月
～
　
歳

3

7

　
か
月
未
満
）
は
無
料
で
接
種
出
来
ま
す
。

6◆
ワ
ク
チ
ン
の
不
足
が
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、

　
ワ
ク
チ
ン
の
在
庫
な
ど
医
療
機
関
に
問
い
合

　
わ
せ
た
上
で
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

　
他
の
予
防
接
種
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
見
な
が

　
ら
、
適
切
な
時
期
で
の
接
種
を
お
願
い
し
ま

　
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
（
℡

　
‐
３
３
８
５
）
ま
で

８２【
和
太
鼓
教
室
】

日
時
／
　
月
　
日
（
土
）

１２

２２

　
　
　
午
後
１
時
半
～
３
時
半

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
児
童
館
（
℡

　
‐
４
１
１
２
）
ま
で

８２【
い
づ
み
ま
な
び
教
室
】

《
太
極
拳
（
入
門
・
初
級
）》

日
時
／
　
月
　
日
（
金
）

１２

２１

　
　
　
午
後
１
時
半
～
３
時

持
ち
物
／
運
動
で
き
る
服
装
・
上
履
き

《
大
正
琴
》

日
時
／
　
月
　
日
（
金
）・
　
日
（
火
）

１２

１４

２５

　
　
　
午
前
　
時
～
正
午

１０

持
ち
物
／
大
正
琴
・
楽
譜

《
ペ
ン
習
字
》

日
時
／
　
月
　
日
（
火
）

１２

１８

　
　
　
午
後
１
時
半
～
３
時
半

場
所
／
い
ず
れ
も
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン

タ
ー

＊
各
教
室
の
材
料
費
等
は
自
己
負
担
と
な
り

ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ

ン
タ
ー
（
℡
　
‐
３
３
８
０
）
ま
で

８２

【
健
康
教
室
】

日
時
／
　
月
　
日
（
木
）

１２

２７

　
　
　
午
前
　
時
～
　
時
半

１０

１１

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ

ン
タ
ー
（
℡
　
‐
３
３
８
０
）
ま
で

８２

【
生
き
生
き
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン（
お
楽
し
み
ク

リ
ス
マ
ス
会
）】

日
時
／
　
月
　
日
（
水
）
午
前
　
時
半
～

１２

１９

１１

場
所
／
玉
泉
苑

対
象
／
　
歳
以
上
の
方
お
よ
び
障
が
い
の
あ

６５

る
方

＊
事
前
申
込
が
必
要
で
す

＊
毎
月
　
日
発
行
の
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

２０

タ
ー
だ
よ
り
」
で
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の
詳

し
い
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会

（
℡
　
‐
３
４
９
９
）
ま
で

８２
 【

成
人
・
高
齢
者
保
健
事
業
】

《
山
吹
体
操
ク
ラ
ブ
・
健
康
相
談
》

日
時
／
　
月
　
日
（
木
）

１２

１３

京
田
辺
市
消
防
署
井
手
分
署
か
ら
の

お
知
ら
せ

　
　
月
　
日
～
　
月
　
日
ま
で
年
末
火
災
防
止

１２

１５

１２

３１

運
動
を
実
施
し
ま
す

　
寒
い
季
節
は
、
暖
房
器
具
の
使
用
が
増
え
、

火
災
の
発
生
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
暖
房
器
具
に
よ
る
火
災
を
起
こ
さ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

暖
房
器
具
に
よ
る
火
災
に
ご
注
意
を
！
！

・
就
寝
前
や
外
出
前
に
は
必
ず
ス
イ
ッ
チ
を
切

　
り
ま
し
ょ
う
。

・
石
油
ス
ト
ー
ブ
に
給
油
す
る
と
き
は
必
ず
火

　
を
消
し
、
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
タ
ン
ク
の
ふ
た
が

　
確
実
に
閉
ま
っ
て
い
る
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

・
カ
ー
テ
ン
な
ど
燃
え
や
す
い
物
の
近
く
や
、
物

　
が
落
下
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
と
こ
ろ
で
は
使

　
用
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
外
出
す
る
時
や
寝
る
時
に
は
、
必
ず
火
が
消
え

　
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

子

育

て

　
月
は
、
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の
第
３
期
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
第
６
期
、
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
の
第
７
期
の
納
期
限
で
す
。
期
限
内
に
収
め
ま
し
ょ
う
。

１２

講
座
・
教
室

健

康

各

種

相

談
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＊
心
配
ご
と
相
談
は
、
第
１
月
曜
日
は
玉
泉

苑
、
第
３
月
曜
日
は
賀
泉
苑
で
開
設
し
て
い

ま
す
。

＊
無
料
法
律
相
談
は
予
約
制
と
し
ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会

（
℡
　
‐
３
４
９
９
）
ま
で

８２

【
障
が
い
者
相
談
】

日
時
／
　
月
　
日
（
火
）

１２

１１

　
　
　
午
後
１
時
半
～
４
時
　

場
所
／
役
場
１
階
相
談
室

日
時
／
　
月
　
日
（
火
）・
１
月
８
日
（
火
）

１２

２５

　
　
　
午
後
１
時
半
～
４
時

場
所
／
役
場
西
別
館
１
階
会
議
室

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
高
齢
福
祉
課
（
℡
　８２

‐
６
１
６
５
）
ま
で

【
母
子
の
相
談
・
教
室
】

《
育
児
相
談
》

日
時
／
１
月
９
日
（
水
）

受
付
／
午
前
９
時
半
～
　
時
半

１０

場
所
／
西
部
公
民
館

《
発
達
相
談
》

日
時
／
　
月
　
日
（
木
）

１２

２０

受
付
／
完
全
予
約
制
・
ご
希
望
の
方
は
保
健

セ
ン
タ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
（
℡

　
‐
３
３
８
５
）
ま
で

８２【
こ
こ
ろ
の
相
談
室
（
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
）】

日
時
／
　
月
　
日
（
火
）・
　
日
（
火
）

１２

１１

２５

　
　
　
１
月
８
日
（
火
）

　
　
　
午
前
　
時
半
～
午
後
２
時

１０

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ

ン
タ
ー
（
℡
　
‐
３
３
８
０
）
ま
で

８２

「水道使用量のお知らせ」の様式が変わります  
水道メーター検針ハンディターミナルが導入されます！！

   平成２５年１月から、水道メーター検針にハンディターミナルが導入されることになりました。
　多賀地区（奇数月検針）は平成２５年１月から、井手地区（偶数月検針）は平成２５年２月から、それぞれハンディ
ターミナルによる水道メーター検針が始まります。
　それに伴い、水道使用量のお知らせが、下記のように変更になります。
　今までのお知らせは、今回指示数から前回指示数を差し引いた使用水量だけしか表示することができませんでし
たが、今回のハンディターミナルの導入により、使用水量に加え、翌月と翌々月に請求予定の水道料金、下水道使
用料金も合わせて表示し、お知らせすることができるようになりました。
 
※ただし、公共下水道の使用開始時や、水道と井戸水とを併用されている場合の下水道使用料金は、お知らせに表
　示されている金額と、後日送付する納入通知書の金額または、口座振替金額とが異なる場合があります。
※お問い合わせは、上下水道課（℡　８２－６１６９）まで

　
月
は
、
井
手
地
区
の
水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
月
で
す
。
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
物
を
置
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

１２

旧 新

⇒

烏 羽隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠
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  橋
本
 紡

「
こ
と
り
」　
　
　
　
　
　
 小
川
 洋
子

「
雀
の
な
み
だ
」　
　
　
井
川
 香
四
郎

「
あ
た
ら
し
い
こ
と
わ
ざ
絵
辞
典
　
か

ん
さ
い
味
」　
　
　
ニ
シ
ワ
キ
 タ
ダ
シ

「
今
出
川
ル
ヴ
ォ
ワ
ー
ル
」　
円
居
 挽

「
達
人
吉
沢
久
子
老
け
な
い
生
き
方
、

暮
ら
し
方
」　
　
　
         吉
沢
 久
子

「
ひ
と
り
親
で
も
子
ど
も
は
健
全
に
育

ち
ま
す
」　
　
　
　
      佐
々
木
 正
美

児
童
書

「
か
い
じ
ゅ
う
の
さ
が
し
も
の
」　
　
　

　
　
                             富
安
 陽
子

「
水
は
、」　
　
　
　
　
　
　
山
下
 大
明

【
開
館
日
】
火
曜
日
～
日
曜
日

【
開
館
時
間
】

４
月
～
９
月
　
午
前
　
時
～
午
後
６
時

１０

　
月
～
３
月
　
午
前
　
時
～
午
後
５
時

１０

１０

☆
　
月
・
１
月
の
休
館
日

１２
　
月
３
・
　
・
　
・
　
・
　
～
　
日

１２

１０

１７

２５

２７

３１

１
月
１
～
４
・
７
・
　
・
　
・
　
・
　
日

１５

２１

２８

３１

☆
貸
し
出
し
冊
数
お
よ
び
期
間

図
書
は
１
人
　
冊
、　
２
週
間

１２

雑
誌
は
１
人
５
冊
、　
２
週
間

視
聴
覚
資
料
は
１
人
３
点
、　
１
週
間

☆
主
な
新
着
資
料
の
紹
介
　
　
月
１２

一
般
書

「
ふ
れ
ら
れ
る
よ
今
は
、
君
の
こ
と
を
」

「
ジ
ャ
ッ
キ
ー
の
ク
リ
ス
マ
ス
」　
　
　

　
                              あ
だ
ち
 な
み

「
イ
ン
ヘ
リ
タ
ン
ス
　
果
て
な
き
旅
　

上
・
下
」

         ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
パ
オ
リ
ー
ニ

「
お
か
し
な
ゆ
き
 ふ
し
ぎ
な
こ
お
り
」

　
　
　
　
                          片
平
 孝

　
月
・
１
月
の
図
書
館
行
事

１２《
親
子
で
楽
し
む
紙
し
ば
い
》

１
月
　
日
（
土
） 
午
後
１
時
半
か
ら

１２

《
ゆ
か
い
な
マ
ジ
ッ
ク
・
シ
ョ
ー
　
》
！？

　
月
　
日
（
金
） 午
前
　
時
　
分
～
　
時

１２

１４

１０

１５

１１

山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
・
集
会
室

《
ク
リ
ス
マ
ス
・
お
正
月
・
へ
び
の
本

の
展
示
》

　
月
１
日
（
土
）
～
　
日
（
水
）
ま
で

１２

２６

図
書
館
・
展
示
コ
ー
ナ
ー

《
絵
本
の
贈
呈
及
び
読
み
聞
か
せ
》

１
月
か
ら
順
次
予
定
し
て
い
ま
す
。

※
対
象
の
方
に
申
し
込
み
用
紙
を
郵
送

し
ま
す
。

七つの会議
池井戸 潤
トップセールスマンだったエ
リート課長・坂戸を「パワハ
ラ」で社内委員会に訴えたの
は、歳上の万年係長・八角だ
った…。「働くこと」の意味に
迫るクライム・ノベル。『日本
経済新聞』電子版連載に加筆
修正して単行本化。

最新人気　お好み焼き もん
じゃ焼き 鉄板焼き
東京や関西、広島などで評判
を呼んでいる店のメニューを、
お好み焼、もんじゃ焼、焼そ
ば・焼うどん、鉄板焼に分け
て掲載。それぞれのメニュー
の作り方の手順を写真で詳し
く解説する。

まっしろいゆきをよくみてご
らん
はやし えみり
雪うさぎ、トナカイ、雪の結
晶…。まっしろい雪景色は冷
たいけれど、神秘的な魅力が
いっぱい。鮮やかな色、きら
きらした加工、様々な形、手
触りなど、感覚を刺激して脳
を育てるしかけ絵本。
世界史図鑑　みんなが知らな
い歴史の秘密
ティム・クーク
文明のはじまりから、お金の
つくり方、帝国の統治方法や
ほろぼし方、産業革命まで、
歴史の秘密をイラストや写真
とともにわかりやすく解説す
る。知っておきたいことばリ
ストも掲載。

癌

贋

岩

雁

眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫

翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫

Ｑ
．
国
民
年
金
保
険
料
は
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す

か
。

Ａ
．
国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
付
し
た
全
額
が
所
得
税
・
市
町
村
民

税
の
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
国
民
年
金
保
険
料
を
社
会
保
険
料
控
除
と
し
て
申
告
す
る
場
合

に
は
、
毎
年
１
月
１
日
か
ら
　
月
　
日
ま
で
の
間
に
納
付
（
納
付
見

12

31

込
み
を
含
む
）し
た
国
民
年
金
保
険
料
の
額
を
証
明
す
る
書
類
の
添

付
等
が
必
要
で
す
。
こ
の
た
め
、
１
年
間
に
納
付
し
た
国
民
年
金

保
険
料
の
額
を
証
明
す
る
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」
が
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
毎
年
　
月
上
旬
に
被
保
険

11

者
の
方
に
送
付
さ
れ
ま
す
。
証
明
内
容
は
、
本
年
１
月
か
ら
９
月

　
日
ま
で
の
間
に
納
付
さ
れ
た
国
民
年
金
保
険
料
額
と
、
年
内
に

30納
付
が
見
込
ま
れ
る
場
合
の
納
付
見
込
み
額
で
す
。
年
の
途
中
か

ら
国
民
年
金
に
加
入
し
た
場
合
な
ど
、　
月
１
日
か
ら
　
月
　
日

10

12

31

ま
で
の
間
に
初
め
て
保
険
料
を
納
付
す
る
方
に
つ
い
て
は
、
翌
年

２
月
上
旬
に
同
様
の
証
明
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
被
保
険
者
本
人
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
世

帯
の
世
帯
主
及
び
配
偶
者
も
連
帯
し
て
納
付
す
る
義
務
が
あ
り
ま

す
。
ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
た
場
合
は
、
そ
の
納

付
額
の
全
額
が
納
付
し
た
方
の
所
得
税
等
の
控
除
対
象
と
な
り
ま

す
の
で
、
年
末
調
整
等
の
手
続
き
の
際
に
ご
自
身
の
社
会
保
険
料

の
額
と
合
算
し
て
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
に
つ
い
て
の

お
問
合
せ
は
、
控
除
証
明
書
専
用

ダ
イ
ヤ
ル
へ
お
電
話
し
て
く
だ
さ

い
。
　
控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
は

０
５
７
０
‐
０
７
０
‐
１
１
７
で

す
。（
平
成
　
年
　
月
１
日
か
ら
平

24

11

成
　
年
３
月
　
日
ま
で
）

25

15



H24-12広報いで１１１５

ごみは、朝９時までに出してください。
★燃やすごみ、その他ごみ、カン、ビン、ペットボトル、発泡トレー等は透明・半透明の袋に入れて出してください。
★「乾電池」は「カン」の日に、「カセットボンベ缶、スプレー缶」は「その他」の日に、それぞれ別の透明な袋に入れて出し
　てください。
★粗大ごみは、収集日の１週間前までに産業環境課へ電話予約（TEL82‐6168）してください。（テレビ・冷蔵庫・冷凍庫
　・ 洗濯機・洗濯乾燥機・エアコン・パソコンは除きます）
★テレビ・冷蔵庫・冷凍庫・洗濯機・洗濯乾燥機・エアコン・パソコンは家電リサイクル品です。
※古紙等（新聞、雑誌、ダンボール・紙パック・雑紙〈その他の紙類〉ごとに分別のうえ）の収集は全地区毎週月曜日です。

その他
発　泡
トレー等

ペット
ボトル

粗大ごみビンカン燃やすごみ
 区　分
地　区 

水曜日
１２月１１日

１２月２５日
１２月２７日１２月２０日１月１０日１２月１３日火・金曜日

北 区

南 区

水 無 区

水曜日
１２月１８日
１月８日

１月４日１２月２０日１２月１４日月・木曜日
玉 水 区
石 垣 区
高 月 区

水曜日
１２月１９日
１月９日

１２月２７日１２月１３日１月１０日１２月２０日火・金曜日上 井 手 区

水曜日
１２月１２日
１２月２６日

１２月２７日１２月１３日１月１０日１２月２０日火・金曜日多 賀 全 区

※ごみ収集に関するお問い合わせは、役場産業環境課（TEL82‐6168）まで

し尿収集日程

収集区域し尿収集
区域番号収集日

西北河原、東北河原、南口、西北ノ代、東北ノ代、北口、西北組、東松ヶ花、茶臼塚、新造、東北組、甚五郎谷⑨１月４日

阿弥陀寺、西南組、東南組、前川、立石、小払、岩倉、馬場崎、墓ノ平⑩１２月１１日
１月５日

内垣内、奥西、帽子田、下川、判ノ地、石名田、高橋、谷村、宮ノ後、天王山、蛇谷、粟岡、北赤坂、穴虫、南久
保、浜、上ノ浜⑪１２月１２日

１月７日

安堵山、起、佃、平山、新四郎山、中島、西垣内、中垣内、東垣内⑫１２月１３日
１月８日

里、玉ノ井、西高月、東高月、清水、栢ノ木、中溝、西山、尾ノ山、山縁、田村新田⑬１２月１４日
１月９日

川久保、北玉水、辻垣内、野畑、山田、柏原、南玉水、久保、渋川、段ノ下、扇畑、浜田、橋ノ本⑭１２月１７日
１月１０日

梅ノ木原、野神、北猪ノ阪、南猪ノ阪、宮ノ本、西前田、北開、北溝、南溝、下赤田、上赤田、鳥休、柴木田⑮１２月１８日

ごみ収集日程表（12月11日～ 1月10日）

※し尿に関するお問い合わせは、城南衛生管理組合（TEL０７５‐６３１‐５１７１）まで

医
療
従
事
者
の
届
出
は

月
　
日
ま
で
に
お

１５

出
し
く
だ
さ
い

　
今
年
は
、
医
療
従
事
者
等
の
資
格
を
有
す
る
方
の
届
出
の

年
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
届
出
は
、
関
係
法
令
に
よ
り
、
２
年
ご
と
に
　
月
　

１２

３１

日
現
在
の
就
業
状
況
等
を
届
け
出
て
い
た
だ
く
も
の
で
、
医

療
及
び
公
衆
衛
生
行
政
を
進
め
る
上
で
重
要
な
資
料
に
な
り

ま
す
。

 　
該
当
さ
れ
る
方
は
、
必
ず
平
成
　
年
１
月
　
日
（
火
）
ま

２５

１５

で
に
届
け
出
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

資
格
等
の
区
分

す
べ
て
の
医
師
・
歯
科

医
師
・
薬
剤
師

保
健
師
・
助
産
師
・

看
護
師
・
准
看
護
師
・

歯
科
衛
生
士
・
歯
科

技
工
士
で
　

月
　

日

１２

３１

現
在
、
府
内
を
就
業

地
と
し
て
業
務
に
従

事
し
て
い
る
方
  

調
理
師
で
　
月
　
日

１２

３１

現
在
、
府
内
を
就
業

地
と
し
て
業
務
に
従

事
し
て
い
る
方

届
出
先

住
所
地
ま
た
は
就
業
地
の
い
ず
れ
か
の
最
寄
り

の
保
健
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
京
都
府
山
城
北
保
健
所
企
画
調
整
室
　

　
〒
６
１
１
‐
０
０
２
１
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
宇
治
市
宇
治
若
森
７
‐
６
　
　
　
　
　
　

　
℡
０
７
７
４
‐
　
‐
２
１
９
１
　

２１

就
業
地

が
京
都

市
以
外

の
方

就
業
地

が
京
都

市
内
の

方京
都
府
山
城
北
保
健
所
　
衛
生
室

　
〒
６
１
１
‐
０
０
２
１
　

　
　
宇
治
市
宇
治
若
森
７
‐
６
　
　
　
　
　
　

　
℡
０
７
７
４
‐
　
‐
２
９
１
２

２１

就
業
地
の
最
寄
り
の
保
健
所

　
京
都
府
山
城
北
保
健
所

　
企
画
調
整
室
          

 　
〒
６
１
１
‐
０
０
２
１

　
　
宇
治
市
宇
治
若
森
７
‐
６
　

　
℡
０
７
７
４
‐
　
‐
２
１
９
１

２１

京
都
府
健
康
福
祉
部
　
医
療
課
　

　
〒
６
０
２
‐
８
５
７
０

　
　
京
都
市
上
京
区
下
立
売
通
新

　
　
町
西
入
薮
ノ
内
町

　
℡
０
７
５
‐
４
１
４
‐
４
７
５
４

烏 羽隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠



住 民 カ レ ン ダ ー

行　　　　事曜月日

こころの相談室（午前１０時半～午後２時、いづみ人権交流センター）
障がい者相談（午後１時半～４時、役場１階相談室）火

12/
11

料理教室（午前１０時～正午、いづみ人権交流センター）
和太鼓交流教室（午後７時～９時、自然休養村管理センターホール）水12

山吹体操クラブ・健康相談（午後１時半～３時、賀泉苑）木13
大正琴教室（午前１０時～正午、いづみ人権交流センター）
ゆかいなマジックショー！？（午前１０時１５分～、山吹ふれあいセン
ター集会室）

金14

和太鼓教室【サークル】（午後１時半～３時半、いづみ人権交流セ
ンター）土15

第４６回衆議院議員総選挙投票日（午前７時～午後８時、各投票
所）日16

心配ごと相談・人権相談・行政相談・消費生活相談
（午後１時～４時、賀泉苑）
無料法律相談（午後２時～４時、玉泉苑）

月17

ペン習字教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）火18
料理教室（午前１０時～正午、いづみ人権交流センター）
生き生きふれあいサロン【お楽しみクリスマス会】（午前１１時半
～、玉泉苑）

水19

発達相談（完全予約制、ご希望の方は保健センターにお問い合わ
せください、保健センター）木20

太極拳教室（午後１時半～３時、いづみ人権交流センター）金21
IDEゆうゆうスポーツクラブ「しめ縄づくり・もちつき大会」
（午前９時半～、自然休養村管理センター）
和太鼓教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）

土22

天皇誕生日日23
振替休日月24
大正琴教室（午前１０時～正午、いづみ人権交流センター）
こころの相談室（午前１０時半～午後２時、いづみ人権交流センター）
障がい者相談（午後１時半～４時、役場西別館１階会議室）

火25

和太鼓交流教室
（午後７時～９時、自然休養村管理センターホール）水26

健康教室（午前１０時～１１時半、いづみ人権交流センター）木27
役場仕事納め（１２月２９日～１月３日まで閉庁）金28

年末年始のし尿臨時収集について
　年末の臨時収集（有料）の予約は、受付け件数に限りがありま
すのでお早目の予約をお願いします。
　また、収集もれの場合は、収集口から確認の上、翌日（翌日が
土・日・祝日の場合は翌開庁日）に連絡してください。
　連絡は、城南衛生管理組合業務課（℡０７５－６３１－５１７１）まで

土29

日30

月31

元旦火1/1
水2
木3

役場仕事始め金4
和太鼓教室【サークル】（午後１時半～３時半、いづみ人権交流セ
ンター）土5

井手町消防出初式（午前１０時～、泉ヶ丘中学校グラウンド）日6
心配ごと相談・人権相談・行政相談・消費生活相談（午後１時～４
時、玉泉苑）
１歳半健診（午後１時～１時半、保健センター）

月7

こころの相談室（午前１０時半～午後２時、いづみ人権交流センター）
障がい者相談（午後１時半～４時、役場西別館１階会議室）火8

育児相談（午前９時半～１０時半、西部公民館）
和太鼓交流教室（午後７時～９時、自然休養村管理センターホール）水9

山吹体操クラブ・健康相談（午後１時半～３時、玉泉苑）木10

届出人赤ちゃん住所

勝 利 唯  翔 
ゆい と

大 西多賀

隆 志 彩  乃 
あや の

八 木井手

貴 昭 優  奈 
ゆう な

神 村井手

誠 心  寧 
ここ ね

仁 張井手

出張徴収
【多賀】

出張徴収
【北・南】

まちのカレンダまちのカレンダーー
（12月11日～1月10日）

〈
出
産
〉

（１０月２０日から１１月１９日までの届出分・敬称略）

公共施設電話番号一覧
電話番号名　　称

0774－82－6161総　務　課
0774－82－6162企画財政課
0774－82－6163税　務　課
0774－82－6164住民福祉課
0774－82－6165高齢福祉課
0774－82－6166保健医療課
0774－82－6167建　設　課
0774－82－6168産業環境課
0774－82－6169上下水道課
0774－82－6171会計課
0774－82－6172議会事務局
0774－82－4333
0774－82－5700

教育委員会（学校教育課）
山吹ふれあいセンター（図書館・社会教育課）

0774－82－3380
0774－82－4112

いづみ人権交流センター
いづみ児童館

0774－82－3385保健センター
0774－82－3690地域包括支援センター
0774－82－2070泉ヶ丘中学校
0774－82－2119井手小学校
0774－82－2112多賀小学校
0774－82－2153玉川保育園
0774－82－2225多賀保育園
0774－82－4160いづみ保育園
0774－82－2232子育て支援センター
0774－82－4651環境衛生センター
0774－82－3617学校給食センター
0774－82－3838井手町まちづくりセンター椿坂
0774－99－4318町立デイサービスセンター
0774－82－3499老人福祉センター「玉泉苑」
0774－82－5059老人福祉センター「賀泉苑」
0774－82－3000京田辺市消防署　井手分署
0774－82－2001代 表 番 号井手町役場

発行：京都府綴喜郡井手町役場
編集：企画財政課
井手町ホームページ

 http://www.town.ide.kyoto.jp/ 
E-mail：info@town.ide.kyoto.jp


